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夏夏
到到
来来

市市
内内
各各
小小
学学
校校
、、
幼幼
稚稚
園園
でで

ププ
ーー
ルル
開開
きき

６
月
の
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
、
市
内
各
幼
稚
園
、
小
学
校

で
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
や
児
童
は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド

で
園
長
先
生
、
校
長
先
生
の
お
話
や

注
意
事
項
を
聞
い
た
後
、
さ
っ
そ
く

６
月
の
太
陽
を
受
け
て
、
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
く
プ
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。

友
だ
ち
と
泳
い
だ
り
水
を
か
け
あ

っ
た
り
、
先
生
と
輪
に
な
っ
て
歩
い

た
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
楽
し
そ

う
な
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。

緑緑
豊豊
かか
なな
まま
ちち
にに

葛
城
市
勤
労
者
会
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
市
内
近
鉄
電
車
各
駅
や
両

庁
舎
に
、
き
れ
い
な
花
を
植
え
た

プ
ラ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
試
み
は
、
葛
城
市
を
緑

豊
か
な
ま
ち
に
、
ま
た
駅
を
利
用

す
る
方
々
の
目
の
和
み
と
な
る
よ

う
に
と
の
思
い
を
こ
め
て
、
葛
城

市
勤
労
者
会
の
美
化
運
動
活
動
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

麦麦
秋秋

大
畑
営
農
組
合
は
、
３
年
前
か
ら
小
麦
の
栽
培
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
６
月
に
な
る
と
、
小
麦
は
黄
金
色
に
色
づ
く

“
麦
秋
”
を
迎
え
、
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
組
合
は
、

共
同
で
コ
ン
バ
イ
ン
を
購
入
し
水
稲
の
共
同
作
業
に
も
取
り
組
ま

れ
ま
す
。
同
組
合
長
は
、「
機
械
を
共
同
購
入
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

が
下
が
る
と
と
も
に
、
農

作
業
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負

を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

百百
歳歳
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

当
麻
園
（
南
今
市
）
に
入
所
さ
れ

て
い
る
淺
野
久
子
さ
ん
が
、
５
月
20

日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
市
長
が
お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
祝
い
の
品
を
前
に
、

ご
家
族
の
暖
か
い
祝
福
の
も
と
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
、
長
寿

の
記
録
を
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

磐城幼稚園

忍海幼稚園

忍海小学校
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林林
野野
火火
災災
消消
火火
訓訓
練練

市
消
防
署
は
、
葛
城
山
麓
公
園
周
辺
に
お

い
て
林
野
火
災
を
想
定
し
た
大
規
模
な
消
火

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
阪
奈
隣
接
市
町
林
野
火
災
消
防
相

互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
本
市
並
び
に
隣
接

す
る
大
阪
府
側
消
防
機
関
、
奈
良
県
側
消
防

機
関
、
応
援
隊
と
し
て
奈
良
県
防
災
航
空
隊

計
８
機
関
、
消
防
車
両
18
台
、
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
１
機
、
隊
員
69
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
近
隣
の
消
防
部
隊
と
の
効

果
的
な
連
携
等
を
図
る
こ
と
な
ど
の
確
認
が

行
わ
れ
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
林
野

火
災
に
備
え
て
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

田田
植植
ええ
体体
験験

市
内
の
各
地
で
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、
農
業
委
員

会
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
酒
造
会
社
で
は
、
講
師
に
地
元
農
業
委
員
さ

ん
を
迎
え
て
、
酒
米
で
あ
る
『
山
田
錦
』
の
田
植
え
教

室
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
連
れ
な
ど
約
50
名
が
参

加
し
、
小
雨
が
降
る
な
か
、
泥
に
ま
ぎ
れ
な
が
ら
田
植

え
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
加
守
で
は
地
元
農
業
委
員
さ
ん
が
、
香
芝
市
、

大
和
高
田
市
内
の
ビ
ー
バ
ー
隊
31
名
を
招
待
し
、
田
植

え
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
さ
ん
は
、「
今
後
と

も
、
自
然
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
農
業
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
。」
と
抱
負
を
語
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

カカ
ルル
ガガ
モモ
一一
家家

疋
田
の
調
田
坐
一
事
尼
古
神
社
の
堀
で
５
月
26
日
、
カ
ル
ガ
モ
の

ひ
な
７
羽
が
ふ
化
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
カ
ル
ガ
モ
が
や
っ
て
来

た
の
は
初
め
て
で
、
近
所
の
人
が
、

堀
の
水
を
増
や
し
た
り
エ
サ
を
あ

げ
た
り
し
て
世
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
元
気
に
泳
ぎ
回
る
カ
ル
ガ
モ

親
子
を
一
目
見
よ
う
と
、
噂
を
聞

い
た
人
た
ち
で
神
社
は
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

６
月
下
旬
に
は
、
親
子
と
も
姿

を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ま

た
来
年
も
こ
の
堀
に
帰
っ
て
、
元

気
な
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
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永
年
に
亘
り
地
方
自
治
の
伸
展
に
尽
く
さ
れ
た
そ
の
功
を

讃
え
、
次
の
方
々
を
葛
城
市
自
治
功
労
者
と
し
て
市
か
ら

徽
章

きき
しし
ょょ
うう

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
自
治
振
興
の
更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
、
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

葛葛
城城
市市
自自
治治
功功
労労
者者
　　

こ
の
度
、
和
田
美
智
子
氏
（
新
庄
）
は
栄
え
あ
る
藍
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
氏
は
、
昭
和
47
年
か
ら
、
地
域
で
更
生
保
護
事
業

の
普
及
に
尽
力
を
さ
れ
、
女
性
の
持
つ
あ
た
た
か
さ
を
生

か
し
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
和
田
氏
は
、
平
成
11
年
か
ら
奈
良
県
更
生
保
護
女

性
連
盟
会
長
就
任
後
現
在
に
至
り
ま
す
が
、
同
14
年
に
は

近
畿
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
を
兼
任
さ
れ
、
さ
ら
に
地

元
葛
城
市
更
生
保
護
女
性
会
長
と
し
て
も
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
目
指
し
、
地
道
な
努
力
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
和
田
氏
の
受
章
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

和和
田田
美美
智智
子子
氏氏
にに

藍藍
綬綬
褒褒
章章

らら
んん
じじ
ゅゅ
ほほ
うう
しし
ょょ
うう

こ
の
度
、
新
川
清
氏
（
南
花
内
）
が
旭
日
小
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
建
設
会
社
代
表
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
新

川
氏
は
、
平
成
13
年
に(

社)

奈
良
県
建
設
業
協
会
の
会
長

に
就
任
後
、
労
働
災
害
防
止
活
動
や
高
校
生
を
対
象
と
し

た
建
設
現
場
実
習
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
「
わ
く
ワ
ー

ク
体
験
」
の
実
施
等
、
若
者
へ
の
建
設
業
の
啓
蒙
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
14
年
に
は(

社)

全
国
建
設
業
協
会
理
事
並

び
に
全
国
建
設
関
連
団
体
の
数
々
の
要
職
に
就
任
さ
れ
、

建
設
業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
新
川
氏
の
受
章
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

新新
川川
清清
氏氏
にに

旭旭
日日
小小
綬綬
章章

きき
ょょ
くく
じじ
つつ
しし
ょょ
うう
じじ
ゅゅ
しし
ょょ
うう
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次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
み

ん
な
の
願
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
少
年
の
人
口
比
に
お
け

る
増
加
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
図
書
類
か
ら
有
害

な
情
報
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
青
少
年
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
は
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
で
は
７
月
を
、
奈
良
県
で
は
児
童
・
生
徒
の

夏
休
み
に
あ
わ
せ
、
７
・
８
月
を
「
青
少
年
の
非

行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
」
に
定
め
、
青
少

年
非
行
防
止
の
徹
底
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
啓
発
活
動
と
と
も
に
協
調
を
図
る
中
で
、

非
行
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
非
行
を
防
ぐ
に
は
、
非
行
を
早
く
発

見
し
て
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
非
行
に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

葛
城
市
教
育
委
員
会

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
法
務
省
が
主
唱
し
、
地
方
公
共
団
体
や
様
々
な
民

間
団
体
の
参
加
・
協
力
の
も
と
、
毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
、
全

国
的
な
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
第
55
回
を
迎
え
ま

す
。今

年
は
、
本
運
動
の
重
点
目
標
を
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

と
し
、
統
一
標
語
に
「
ふ
れ
あ

い
と
、
対
話
が
築
く
、
明
る
い

社
会
」
を
掲
げ
、
地
域
に
根
ざ

し
た
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
や

希
望
を
持
っ
て
支
え
合
っ
て
生

き
て
い
け
る
よ
う
な
、
明
る
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
幅
広

い
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
こ

の
運
動
の
効
果
的
な
推
進
を
期

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
』
の
諸
活
動
が
よ
り
多

く
の
市
民
の
方
々
の
理
解
と
参

加
を
得
て
活
発
に
行
わ
れ
ま
す

よ
う
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す
る
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
対
象
者
）

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
、
平

成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て

い
る
方
、
又
は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
し
て
い
る
方

は
除
か
れ
ま
す
。）

④
右
記
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

（
支
給
内
容
）

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債

（
請
求
期
間
）

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

（
請
求
窓
口
）

社
会
福
祉
課
當
麻
庁
舎(

48)

２
８
１
１
、

新
庄
庁
舎(

69)

３
０
０
１
ま
で
。

＊
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



対象の見直し
○乳幼児医療費助成制度…住所地要件の見直しにより、乳幼児の住所地において資格を取得
○老人医療費助成制度 …経過措置期間を設けて制度廃止

定額の一部負担金の導入
○老人医療を除く全制度に導入（老人医療は現行通り1割負担）
○通院…500円／月 入院…1,000円／月（2週間未満の場合は500円）

支給方法の見直し
○全制度において自動償還方式に統一

自動償還方式とは、
○資格申請(更新)時に口座登録を行って頂きます。
○医療機関の窓口で、医療保険の自己負担額3割（一部保険組合、3歳未満は2割）をいったん
支払って頂きます。
※これまで医療証をお持ちの方は県内医療機関窓口での自己負担額の支払がありませんでした
が、8月1日以降は必要となりますのでご注意ください。
○後日、登録頂いている口座に、窓口での支払額から定額一部負担金を控除した額が助成金と
して振り込まれます。

（※診療のたびに市役所市民課窓口で支給申請をしていただく必要はありません。）
注）県外の医療機関等で受診された場合は、市役所市民課窓口での支給申請が必要です。

※助成金支給の流れは以下の通りです。

現在使用されている、福祉医療（（老人・乳児・幼児・障害・母子）の医療証（受給資格証））各証の有効期
限は、平成17年7月31日までとなっていますので、更新手続きを行ってください。現在、各制度の受給資格を
お持ちで、引き続き受給対象になると思われる方に申請書類を郵送しますので、必要事項を記入し、市役所市
民課で更新手続きをしてください。なお申請書を提出されても、審査の結果、該当しない場合があります。
また、8月診療分からは、医療費の助成が発生した場合、自動償還方式により支給しますので、更新手続きと

同時に必ず振込口座の登録を行ってください。口座登録がない場合は助成金の支給はできませんのでご注意く
ださい。
○ 更新手続期間

◆心身障害者　◆母子　◆老人 …　7月11日(月)～15日(金)
◇0～3歳児　◇3歳～就学前児 …　7月19日(火)～22日(金)

※準備の都合上、出来るだけ決められた期間に手続きにお越しください。
●申請に必要なもの

・郵送済の申請書類（口座登録書、同意書含む）・印鑑・健康保険証　・通帳（郵便局以外）
・身体障害者手帳等（該当する方のみ）
・平成17年1月1日現在、葛城市に住民登録のない方は、当時の住所地発行の平成17年度課税証明書

◎詳しくは、市民課新庄庁舎 (69)3001【内線1127】または當麻庁舎 (48)2811【内線2126】まで。
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乳幼児

対
　
象

所
得

制
限

助
成
内
容

支
給
方
法

なし なし なし なし

医療保険の自己負担額から定額の一部負担金(※1)を除いた額
（ただし、入院時の食事療養費に係る標準負担額を除く）

※1 通院については、1医療機関につき月 500円
入院については、1医療機関につき月1,000円

（2週間未満の入院の場合は月500円）

すべての受給者の方にいったん医療機関の窓口で医療費の自己負担を支払って頂きますが、
診療月の3ヵ月後（予定）、助成金が登録頂いている口座に振り込まれます。

市町村民税所得割
非課税世帯

医療保険の自己負
担額から老人保健
法の一部負担額を
除いた額

0歳～小学校
就学前

１～64歳で身障
手帳1・2級、療
育手帳Ａ保持者

母子家庭の母及び
児童（18歳の年
度末まで）

65歳以上で障害
医療、75歳以上
で母子医療該当

昭和15年7月31日
までに生まれた65
～69歳

心身障害者 母　子 重度心身障害
老人等 老　人

１．口座の登録
資格申請時又は更新時に口座の登
録を行います。

２．医療機関受診
受診時に必ず受給資格証を提示し、
３割（３歳未満等は２割）の自己負
担額を窓口で支払います。

３．助成金の決定・支給
後日、登録されている口座に、一部負
担金（500円又は1,000円）を除く
額を振り込みます。
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国民健康保険または、老人保健の限度額適用・標準負担額減額認定証（以下「減額認定証」という）の有効
期限は7月31日までとなっています。減額認定の適用要件は下記のとおりです。

◆ 国民健康保険該当者・・・・・・同一世帯の世帯主及び国民健康保険被保険者が住民税非課税の方。
◆ 老 人 保 健 該 当 者・・・・・・住民票上の世帯員全員が住民税非課税の方。

17年度住民税非課税世帯で、引き続き減額認定証の交付を受ける方は、下記のものを持参のうえ市民課へ申
請してください。また、90日を超える長期入院に該当される方は、入院日数を確認できる書類（病院で発行さ
れた領収明細書等）をご持参ください。

●申請に必要なもの
○健康保険証 ○老人保健医療受給者証（該当される方のみ） ○印鑑
○非課税証明書（平成17年1月1日以降に転入された方）
○現在持っておられる減額認定証（該当される方のみ） （市民課）

国民年金制度は、20歳から60歳までの40年間加入し、保険料を納付していただくことになっていますが、
経済的な理由（被保険者本人、配偶者、世帯主のそれぞれの前年所得が一定基準以下である。または、失業に
よって保険料の納付が困難な場合）により納付が困難な場合は、申請し承認を受けることにより保険料（現行
月額13,580円）の全額または半額の納付が免除される制度があります。
平成17年度の免除申請をを受けられる方は、7月から受付しますので忘れずに市民課に申請してください。

免除承認期間は7月（または申請月の前月）から翌年6月（申請が1月から6月の場合は、その年の6月）までと
なっていますので、1年間の免除を希望される方は、8月末までに申請してください。また、前年に免除承認を
受けている方で、引き続き免除を希望される場合は、毎年申請が必要ですので8月末までに申請してください。

従来、他の年齢層に比べて所得が少ない若年層（20歳台）の方が、所得の高い世帯主と同居しているときは
保険料免除の対象となりませんでした。
平成17年4月から、将来年金を受け取ることができなくなることを防止するため、同居している世帯主の所

得に関わらず本人及び配偶者の所得が一定以下であれば保険料納付が猶予される制度がはじまりました。（ ※
納付猶予された期間は、将来受け取る年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されません。）

●申請に必要なもの
○年金手帳
○課税証明書（平成17年1月1日以降に転入された方）
○失業を理由とする場合は、雇用保険被保険者離職票または雇用保険受給資格者証

全額免除・半額免除・納付猶予の対象となる所得のめやす
（ ）内は収入額

全額免除 半額免除 若年者納付猶予
4人世帯 162万円 282万円 162万円

（258万円） （420万円） （258万円）
2人世帯 92万円 195万円 92万円

（157万円） （304万円） （157万円）
単身世帯 57万円 141万円 57万円

（122万円） （227万円） （122万円）
※4人世帯、2人世帯は、夫か妻のどちらかのみに所得がある世帯のことです。

免除の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮の事故や病気による障害について、障害基礎年金を受け取る
ことができない場合があります。

（市民課）
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葛城市霊苑墓地使用者を募集します 葛城市霊苑墓地使用者を募集します 葛城市霊苑墓地使用者を募集します 

○募集区画
新規の墓地…B区画（1.8ｍ×1.8ｍ）に換算して約90区画
返還の墓地…B区画が6区画　Ａ区画が4区画

○申請資格
葛城市に住所（1年以上継続して居住）または、本籍（1年以上）を有する者。ただし、墓地の使用は1

世帯につき1区画とし、既に使用許可のある世帯については資格がありません。
○受付期間
7月11日（月）～25日（月）
（ただし、土曜日・日曜日・祝日は除きます。）
○受付時間
午前9時 ～ 午後5時
○受付場所
葛城市役所　環境課（新庄庁舎）
○申請方法
墓地使用許可申請書（環境課窓口で配布）に

必要事項を記入・捺印し、住民票抄本、または
戸籍抄本を添付し、受付期間中に申請してくだ
さい。（ただし、申請は本人、またはその家族
に限ります。）
※新規の墓地もしくは、返還の墓地のどちらか
の申し込みとします。
○予納金
受付期間中に納入してください。
○墓地使用および使用地の決定
8月4日(木)に市役所において抽選をし、決定

します。
○使用料
使用料については予納金を差し引いた残額

を、管理費については3年分（前納）を許可証
交付時に納入してください。
○使用料および管理料

墓地区画表 

火葬場 

新規区画 

返還地区画 

 
① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑥ 

区分 

A 

B 

C

区画面積 

0.9×1.8m 

1.8×1.8m 

3.6×1.8m

使用料 

27万円 

45万円 

90万円 

管理料（1年） 

2,100円 

3,150円 

5,250円 

予納金 

7万円 

12万円 

25万円 

◎区画の場所等につきましては、環境課（TEL69-3001内線1170～3）まで
お問い合わせください。

葛城市霊苑：葛城市寺口1606番地

N
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豊かな知識・経験・技能などを持っておられる
皆さんに、ボランティア活動として学校教育や社
会教育のお手伝いをいただく、平成17年度の生涯
学習人材バンク「まちの達人さん」の登録が左記
表のとおり完了しましたのでお知らせします。
市内で自主的に活動されている団体・グルー

プ・サークルなどで講師を探しておられる場合な
どに、この人材バンクをご利用ください。

◎詳しくは、生涯学習課 TEL（48）2811までお
問い合わせください。

平成17年度生涯学習人材バンク登録者一覧表

氏　　名 指導分野
1 寺口　健三 学校安全支援
2 小泉　聡子 英会話
3 阪本　上子 歌謡（カラオケ）
4 上田かつみ ピアノ
5 谷口　美紀 アロマ
6 増井　和代 大正琴
7 角尾　英代 ポーセラーツ（手芸）
8 岩下　洋一 自然観察会
9 村上　梅香 生花
10 木田　尚正 バスケットボール（中学）
11 筒井　壽子 新舞踊と盆踊り
12 木田　尚斗 バスケットボール・トレーニング
13 児島　章子 シルバーアクセサリー
14 山本　和子 和紙・ちぎり絵

納税通知書は7月11日頃に送付します。
（納税通知書が7月19日頃を過ぎてもお手元に届かない場合は、税務課までご連絡ください。）

市県民税（普通徴収）の納付月は7月（第1期）、9月（第2期）、11月（第3期）の3回で、国民健康保険税は7
月から翌年2月までの8回です。納付期限は下記のとおりです。

税　　目 第1期 第2期　　第3期　　第4期　　 第5期　　第6期　　第7期　　第8期
全 期

市県民税 8/1 9/30 11/30
(普通徴収)
国民健康保険税 8/1 8/31 9/30      10/31 11/30   12/26    H18/1/31 H18/2/28
口座振替納税をご利用の方は上記納付期限日に指定の口座から振替します。
市県民税（普通徴収）は第1期の納付期限日までに第2期、第3期分を合わせて納付（全期前納）されますと、

前納報奨金が交付されます。国民健康保険税については、前納報奨金の交付はありません。
※ 給与所得者の方で勤務先の給料から市県民税を納める方（特別徴収）は「平成17年度市県民税課税決定通

知書」を勤務先に送付していますので勤務先を通じてお受け取りください。

市県民税の改正について
地方税法などの改正により、個人住民税（市県民税）の均等割が変わりました。
均等割の納税義務者を有する夫と生計を同一にする妻で、夫と同じ市町村に住民登録がある方は、均等割が

非課税とされていましたが、平成17年度から非課税措置が廃止されることとなりました。
均等割額は、平成17年度については軽減されて2,000円、平成18年度以降は4,000円となります。
※所得金額が28万円（パート収入であれば93万円）を超える方が該当となります。

市県民税の申告について
平成16年中の所得申告はお済みでしょうか？
たとえ、平成16年中に所得がなかった方でも各種所得証明書の発行や、国民健康保険税の算定に必要ですの

で、必ず市県民税の申告をしてください。

安全で便利な口座振替制度をご利用ください！
口座振替制度をご利用になると、納付のために金融機関などへお出かけいただく必要がなくなります。また、

うっかり納期限を忘れてしまうという心配もなくなります。
申込み手続きは、市指定の金融機関及び郵便局でできます。申し込み日の翌納付月分から口座振替をします。

◎詳しくは、税務課まで。



10広報「 」平成17年7月号

春季市民スポーツ大会
（5月8、15、21、22日　當麻スポーツセンター他）

■軟式野球
優　勝　ＣＲＩＫＥＹ'Ｓ ＢＢＣ
準優勝　新庄クラブ
第３位　バートス1990、新庄大附属

■ソフトボール
優　勝　シャープ葛城
準優勝　零
第３位　新庄スターズ、當麻クラブ

■ソフトテニス
○一般男子
優　勝　生野恵章（北花内）、山本　努（柿本）
準優勝　増田敬男（疋田）、白石栄一（北花内）
第３位　山上智也（南道穂）、山上雅之（南道穂）
〃　　砂川誠一（林堂）、城下彦弥（疋田）

○一般女子
優　勝　実盛かおり（北花内）、西本和子（大屋）
準優勝　小柴佐知子（北道穂）、城下和賀子（疋田）
第３位　林谷みつ子（南道穂）、松尾妙子（西室）

○中学生男子
優　勝　瀬川浩輔、森尾　潤（新庄中）
準優勝　押方利治、吉村拓馬（新庄中）
第３位　西川睦啓、藤田尚斗（新庄中）

○中学生女子
優　勝　伏見有紀、松永亜弓（白鳳中）
準優勝　木村友香、睦田志穂（白鳳中）
第３位　木村里恵、z橋香保里（新庄中）

大上千晶、佐々木美寿季（白鳳中）
■女子バレーボール
優　勝　當麻クラブ
準優勝　當麻ＭＡＲＳ
第３位　白鳳クラブ、當麻ひまわり

■テニス
○男子ダブルス
優　勝　吉田尚史（疋田）、小林弘明（脇田）
準優勝　山本高史（疋田）、中　公宏（疋田）
第３位　市川雄治（中戸）、堀田晋也（疋田）
〃　　西村和仁（シャープ）、植野利隆（シャープ）

○女子ダブルス
優　勝　西川登志恵（寺口）、増井　優（新庄北小）
準優勝　堀田明美（疋田）、西川雅子（北花内）
第３位　坂倉佳代（長尾）、角倉多恵子（長尾）

○男子シングルス
優　勝　市川雄治（中戸）
準優勝　堀田晋也（疋田）
第３位　山本高史（疋田）、吉田尚史（疋田）

○混合ダブルス
優　勝　池田博子（竹内）、厚東修司（竹内）
準優勝　西川雅子(北花内）、中井謙之（北花内）
第３位　堀田明美（疋田）、z橋雅宏（大屋）
〃　　真鍋恵美（中戸）、春木重憲（當麻）

■バドミントン
○男子ダブルス１部
優　勝　菊地（疋田）、山室（脇田）
準優勝　鎌倉（南道穂）、佐藤（北花内）
第３位　田中（南花内）、村井（疋田）
〃　　中井戸（南道穂）、森本（柿本）

○女子ダブルス１部
優　勝　土谷（笛堂）、小松（北道穂）
準優勝　坂井（竹内）、井上（八川）
第３位　吉田（東室）、岡本（忍海）

○男子ダブルス２部
優　勝　井上（尺土）、金沢（當麻）
準優勝　田中（南花内）、浦野（北花内）
第３位　葛本（太田）上田（加守）

○女子ダブルス２部
優　勝　福森（葛木）、加納（北花内）
準優勝　岸本（疋田）、喜多（東室）
第３位　和田（中戸）、吉川（寺口）
〃　　小西（西室）、上野（西室）

○混合ダブルス１部
優　勝　山室（脇田）、田中（南花内）
準優勝　高谷（加守）、岡本（忍海）
第３位　吉田（東室）、吉田（西室）
〃　　鎌倉（葛木）、松村（柿本）

○混合ダブルス２部
優　勝　浦野（北花内）、小西（西室）
準優勝　吉田（南花内）、宮内（辨之庄）
第３位　葛本（新町）、宮崎（薑）
〃　　吉川（寺口）、小西（西室）

○中学校女子ダブルス
優　勝　横山由佳（長尾）、杉岡美知（尺土）
準優勝　山崎絢子（當麻）、桝井三友紀（加守）
第３位　中島　葵（新在家）、吉田　萌（當麻）

○小学生女子
優　勝　和田奈由（竹内）
準優勝　吉田　夢（當麻）
第３位　吉田　鈴（當麻）

■男子バスケットボール
優　勝　新庄クラブ
準優勝　Ｂ.Ｂ.Ｃ
第３位　白鳳クラブ

■グラウンド・ゴルフ
優　勝　肥後敦子（兵家）
準優勝　佐藤良介（兵家）
第３位　森井正雄（兵家）

第１回市内ソフトボール大会
（6月12日　新庄第１健民グラウンド）

優　勝　笛堂
準優勝　新庄Ｂ
第３位　北花内 A、北花内Ｂ
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「家庭用生ごみ処理機」補助制度
廃棄物の減量化・再資源化は、環境保全とあいまって、現在、地球的な関心事となっており、

地域をあげて取り組んでいかなければならない重要な課題です。
生ごみを少しでも減量することがダイオキシンの低下につながり、また、有効に活用するこ

とによって堆肥などの資源を生み出すことにもなります。
葛城市でも、『家庭用生ごみ処理機』の設置者に対して補助金を交付しています。

【交付対象者】
▼市内に住所を有している方
▼購入した処理機を設置し、適正に維持管理ができる方
▼処理機により堆肥化されたものを、適正に管理することができる方

【補助金の額】
購入価格(消費税込み)の１／２に相当する額。
ただし限度額は30,000円。

【申請方法】
申請書に領収書を添えて環境課へ提出してください。
申請書は、環境課の窓口で配布しています。

◎詳しくは、環境課TEL（69）3001まで。

8月1日から放置自転車保管場所が
當麻庁舎から新庄庁舎に移ります。

葛城市自転車等の放置防止に関する条例により近鉄尺土駅周辺(下図
の青色道路周辺)を自転車等放置禁止区域に指定しています。
「１台くらい大丈夫…」「他にもたくさん止めているから…」など

の思いから、この区域に放置される自転車、バイク等が後を絶ちま
せん。

駅周辺には民間の駐輪場がありますの
で、自転車は駐輪場に預けましょう。

なお、この放置禁止区域に自転車等を
放置されますと、市条例に基づいて即日
移動・保管し、自転車等を返還する際に、
1台につき保管期間に応じて2,000円から
3,000円を納めていただきます。
また、8月1日から返還業務は、新庄庁

舎2階総務課で行います。

◎詳しくは、総務課TEL（69）3001まで。
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

五
十
年
の
歴
史
を
持
つ
同
和
・
人
権
教
育
の
取
り
組
み
は
大
き
な
成
果
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
頻
発
す
る

「
差
別
落
書
・
投
書
」
な
ど
厳
し
く
実
存
す
る
部
落
差
別
を
は
じ
め
多
く
の
差
別
事
象
が
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
存
在
し
て
い
ま

す
。
昨
今
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書
き
込
み
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な

ど
の
陰
湿
な
差
別
事
象
や
、
在
日
外
国
人
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
へ
の
人
権
侵
害
や
、
社
会
的
弱
者
に
対
す

る
排
除
の
行
為
な
ど
の
問
題
解
決
に
向
け
、
充
実
し
た
体
制
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

葛
城
市
で
は
す
べ
て
の
人
が
「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
社
会
、
ま
た
、「
差
別
の
な
い
明
る
い
葛
城
市
」

を
つ
く
る
た
め
、
三
者
（
市
民
・
行
政
・
教
育
委
員
会
）
が
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
（
運
動
の
側
面
）

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
手
で
、

「
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
た
運
動
を
推
進
す
る
た
め

に
組
織
さ
れ
て
い
る
の
が
人
権
教
育
推
進

協
議
会
（
略
称
　
人
推
協
）
で
す
。

昨
年
十
月
一
日
の
合
併
ま
で
新
庄
町
と

當
麻
町
に
そ
れ
ぞ
れ
人
権
教
育
推
進
協
議

会
が
組
織
さ
れ
て
い
て
、「
人
権
教
育
地
区

別
懇
談
会
」
等
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
本
年
四
月
か
ら
は
一
本
化

し
、
葛
城
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
と
し

て
運
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

両
町
の
人
推
協
に
は
組
織
、
活
動
に
多

く
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
三
月

ま
で
両
町
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
一
本
化

す
る
た
め
に
調
整
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
た
に
誕
生
し
た
葛
城
市
人

推
協
は
三
〇
の
加
盟
団
体
で
構
成
し
て
出

発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
加
盟

団
体
が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

行
政
（
啓
発
の
側
面
）

行
政
の
中
に
、
上
記
の
葛
城
市
人
推
協
の
運

動
を
支
え
、「
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
つ
く

る
」
た
め
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て
組
織
さ

れ
た
の
が
葛
城
市
人
権
問
題
啓
発
活
動
推
進
本

部
（
略
称
　
葛
城
市
啓
発
本
部
）
で
す
。
一
九

八
八
年
（
平
成
元
年
）、
同
和
問
題
の
解
決
に
向

け
た
行
政
啓
発
の
推
進
を
目
的
に
「
奈
良
県
市

町
村
人
権
問
題
啓
発
活
動
推
進
本
部
連
絡
協
議

会
」（
略
称
啓
発
連
協
）
が
発
足
し
、
そ
れ
を

受
け
て
新
庄
町
と
當
麻
町
に
も
「
人
権
問
題
啓

発
活
動
推
進
本
部
」
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

両
町
の
合
併
に
伴
い
葛
城
市
人
権
問
題
啓
発
活

動
推
進
本
部
が
本
年
四
月
に
市
長
を
本
部
長
と

し
て
発
足
し
、
新
た
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

主
な
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
住
民
の
意
識
を

分
析
す
る
・
市
民
集
会
の
開
催
・
広
報
車
に
よ

る
街
頭
啓
発
・
差
別
事
象
へ
の
対
応
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
諮
問
機
関
と
し
て
葛

城
市
人
権
施
策
協
議
会
が
あ
り
、
十
五
団
体
の

代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
（
教
育
の
側
面
）

教
育
委
員
会
は
教
育
の
側
面
か
ら
、
市
民
の

運
動
を
支
え
ま
す
。
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の

研
究
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
人
権
教

育
を
推
進
す
る
・
社
会
教
育
に
お
け
る
指
導
者

の
養
成
・
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
人
権
作
文
を
通
じ

て
の
人
権
教
育
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
昨
年
ま
で
両
町
で
行
っ
て
い
た
人
権
教

育
講
座
を
統
一
し
て
四
回
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
第
一
回
「
子
ど
も
の
人
権
」
に
つ
い
て

日
時：

７
月
30
日

○
第
二
回
「
差
別
の
歴
史
」
に
つ
い
て

日
時：

９
月
10
日

○
第
三
回
「
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
訪
ね
て
」

（
現
地
学
習
）

日
時：

10
月
20
日

○
第
四
回
「
音
楽
を
通
し
て
人
権
を
考
え
る
」

日
時：

12
月
16
日

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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み
ん
な
で
止
め
よ
う
温
暖
化

地
球
温
暖
化
問
題
は
、
国
民
生
活
全
般
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

事
業
者
、
そ
し
て
国
民
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

★
★
二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
の

６
つ
の
具
体
的
な
温
暖
化
防
止
の
行
動
の
呼
び
か
け
★
★

◇
冷
房
は
28
度
に
設
定
し
よ
う
（
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う
）

◇
蛇
口
は
こ
ま
め
に
し
め
よ
う
（
水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う
）

◇
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う
（
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う
）

◇
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
な
く
そ
う
（
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う
）

◇
過
剰
包
装
を
断
ろ
う
（
買
い
物
と
ゴ
ミ
で
減
ら
そ
う
）

◇
コ
ン
セ
ン
ト
を
ま
め
に
抜
こ
う(

電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う)

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
葛
城
市
で
は
、
エ
コ
ス
タ
イ
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
▲

葛
城
市
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
等
の
適
正
温
度
の
徹
底
と
軽
装
の
励
行
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
推
進
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
よ
う
な
エ
コ
ス
タ
イ

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
実
施
期
間

６
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
30
日
（
金
）

◆
適
正
な
冷
房
温
度
の
徹
底

◆
軽
装
の
励
行
（
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）

◆
節
水
の
徹
底

◆
節
電
の
励
行

◆
エ
コ
製
品
の
購
入

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
環
境
課
）

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

◆
日
　
時：

７
月
16
日
（
土
）
開
会
午
後
１
時
30
分

◆
場
　
所：
葛
城
市
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

◆
講
　
演：
差
別
事
件
の
現
状
と
課
題

◆
講
　
師：

三
重
県
同
和
問
題
啓
発
講
師
団
講
師
　

松
村

まま
つつ
むむ
らら

智
広

ささ
とと
ひひ
ろろ

氏

立
命
館
大
学
文
学
部
英
米
文
学
専
攻
卒
業
。

伊
賀
市
立
大
山
田
中
学
校
教
諭
、
伊
賀
市
立
柘
植
中
学
校
教
諭
を
経
て
、
三
重
県
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
員
・
同
和
教
育
主
事
に
。

三
重
県
教
育
委
員
会
派
遣
同
和
教
育
主
事
、
ラ
イ
ト
ピ
ア
お
お
や
ま
だ
へ
派
遣
。

伊
賀
市
立
大
山
田
中
学
校
教
諭
。

２
０
０
５
年
、
財
団
法
人
「
反
差
別
・
人
権
研
究
所
み
え
」
研
究
員
。

そ
の
他
、
三
重
県
同
和
問
題
啓
発
講
師
団
講
師
、
三
重
県
生
涯
学
習
講
師
団
講
師
、

四
国
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
、（
中
央
）
部
落
解
放
・
人
権
大
学
講
師
、
三
重
県
人

権
大
学
講
師
、
三
重
県
人
権
教
育
教
材
作
成
委
員
な
ど
を
歴
任
。

「
差
別
事
件
の
現
状
と
課
題
」
と
い
う
演
題
で
、
三
重
県
内
の
差
別
事
件
の
実
態

や
社
会
現
場
・
教
育
現
場
で
の
具
体
的
な
事
例
、
被
差
別
の
現
実
・
加
差
別
の
実
態

な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

７
月
は
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
で
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
人
権
政
策
課
）
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休休休休
館館館館
日日日日 に白字は休館日。

平成17年7月1日～7月31日（5月30日現在）

（5月6日現在）

新庄文化会館（マルベリーホール） 

當麻文化会館　※入場整理券は7月16日（土）午前10時から當麻文化会館事務所においてお一人様2枚まで配付します 

7 

 2 

16 

17 

土 

土 

日 

創業記念講演 

差別をなくす市民集会 

Shimada Dance School  

The 20th Anniversary Stage

無　料 

無　料 

無　料 

10：30～12：00 

13：30～ 

14：00～16：00

69-3105 

69-3001【人権政策課】 

69-3452

(株)イムラ封筒奈良新庄工場 

葛　城　市 

吉川　恵子 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

7 17 日 
子ども映画鑑賞会 

　　　（シャークテイル） 
整理券 14：00～ 48-5000【當麻文化会館】 葛　城　市 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

 

新庄文化会館（展示室） 

7/23～7/24 書　道　展 無　料   9：00～17：00 津崎書道教室 69-0090
　期　間 催　　し　　物 入場方法 展示時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　TEL69－4600 當麻文化会館　TEL48－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますのでご了承ください。
詳細については主催者にお問い合わせください。

新庄文化会館

當麻文化会館

金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031

金 金土 土木水火水 木 金 土日 日月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

【開催日】9月4日(日)  
【会　場】新庄文化会館マルベリーホール  
【開　演】午後6時00分～  
【入場料】全席指定　5,800円  
　　　　　※友の会価格　5,300円  
【好評発売中！！】       
【前売り場所】新庄文化会館  
　　　　　　　ローソンチケット　Lコード 54778  
　　　　　　　チケットぴあ　Pコード 199-511  
【主　催】葛城市  
【お問い合わせ】新庄文化会館　TEL69-4600

 　【開　催　日】9月25日(日)  
 　【会　　　場】新庄文化会館マルベリーホール  
 　【開　　　演】午後２時～  
 　【入   場   料】大人3,000円　子ども1,500円  
 　　　　　　　　※友の会価格1割引  
 　【前売り開始】7月9日(土)午前10時～  
 　　　　　　　　※友の会電話先行予約  
 　　　　　　　　　7月2日(土)午前10時～  
 　【前売り場所】新庄文化会館　ローソンチケット  
 　【主　　　催】葛城市  
 　【お問い合わせ】新庄文化会館　0745-69-4600  
　　市内のかつらぎ太鼓、當麻太鼓白鳳座、子ども太鼓も出演 

葛城市制施行1周年記念　和太鼓コンサート 

「OSAKA打打打団天鼓」  
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金魚　
選び方・飼い方・病気

白石　光／監修

魚市場
沢田　重隆／構成・絵

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
ダ・ヴィンチの暗号を解読する 中見　利男 ○
転機の海外援助 緒方　貞子 ○
希望のニート 二神　能基 ○
ケプラー予想 ジョージ・G．スピーロ ○
宮大工棟梁・西岡常一「口伝」の重み 西岡　常一 ○
男のキレイ基本講座 成美堂出版部 ○
渋谷ではたらく社長の告白 藤田　晋 ○
たば風－蝦夷拾遺－ 宇江佐真理 ○ ○
ルパンの消息 横山　秀夫 ○
しあわせのねだん 角田　光代 ○
★みんなが知りたい！いろんな「はじめて」がわかる本 カルチャーランド ○
★クワガタ・カブト・世界の甲虫 江良　達雄 ○
★ドラムをたたこう 長野　祐亮 ○
★おともだりにナリマ小 たかどのほうこ ○ ○
★ぎぶそん 伊藤たかみ ○ ○
★あめあめふれふれもっとふれ シャーリー・モーガン ○ ○
★おひさまようちえんのひみつのともだち 岡本　順 ○
★義経と弁慶 赤坂　三好 ○
★とうちゃんはかんばんや 野村たかあき ○
★ローラ ベネディクト・ゲティエ ○

水
槽
で
泳
ぐ
涼
し
げ
な
金
魚
の
姿
は
、

大
人
も
子
ど
も
も
う
っ
と
り
と
見
と
れ
て

し
ま
う
も
の
で
す
。

本
書
は
、
金
魚
飼
育
の
初
心
者
が
、
一

般
的
な
品
種
の
金
魚
を
い
か
に
簡
単
に
、

楽
し
く
、
安
全
に
飼
か
え
る
か
と
い
う
点

に
的
を
絞
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

魚
河
岸

が

し

の
一
日
は
、
前
の
夜
に
は
じ
ま
り

ま
す
。
全
国
各
地
で
と
れ
た
魚
介
類
が
10
ト

ン
級
の
大
型
保
冷
ト
ラ
ッ
ク
で
次
々
と
入
荷

さ
れ
ま
す
。

本
書
は
、
東
京
都
の
中
央
卸
売
市
場
築
地

市
場
に
取
材
し
た
、
魚
市
場
の
一
日
で
す
。

大
判
の
画
面
を
い
っ
ぱ
い
に
活
か
し
た
社
会

科
絵
本
で
す
。

77 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

７
月
９
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
ド
ラ
え
も
ん
　
の
び
太
と
鉄
人
兵
団
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

７
月
３
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や

《
小
さ
い
子
む
き
》

大
型
絵
本
…
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
の

ふ
な
あ
そ
び

お
は
な
し
…
し
じ
み
の
三
兄
弟

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
そ
ら
は
だ
か
ん
ぼ

《
大
き
い
子
む
き
》

絵
本
…
く
さ
る

お
は
な
し
…
ふ
る
や
の
も
り

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
新
庄
図
書
館

日
時：

７
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

《
夏
の
お
た
の
し
み
会
》

人
形
劇
…
に
わ
と
り
か
あ
さ
ん
と
ヒ
ヨ
コ

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
…
す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

絵
本
…
え
か
き
う
た
の
ほ
ん

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
…
金
の
が
ち
ょ
う

て
ぶ
く
ろ
人
形
…かえ

る
と
び
い
ち
に
の
さ
ん

◎お問い合わせ　 新庄図書館　TEL69－4646 當麻図書館　TEL48－6000

休休休休
館館館館
日日日日

新庄図書館
當麻図書館

金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031

31

に白字は新庄図書館特別整理休館日。に白字は休館日。 に色字は図書館整理休館日。

金 金土 土木水火水 木 金 土日 日月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
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☆ 健康相談
●日時：7月14日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：7月27日（水）・28日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

《楽 友 会
ら く ゆ う か い

》
楽友会は、兵家イトーピア老人会のニックネームです。“老人会”という名前に抵抗のある方も、思わず入会

したくなるようにと、会の名前を『楽友会』と名付けられました。現在約113名のメンバーさんがおられ、会
長が中心となり、月に1度兵家イトーピア集会所で「健康教室」と題した、楽しい時間を企画、実践されてい
ます。
5月10日の企画は“男性の手作り料理”の題で催され、当日は昼食前に女性30名の方が集まり、その準備に

男性達はエプロンに身なりを整え1時間前から炊飯・仕込み・盛
りつけ、特に女性にいかに受けるか等々思考し、真剣に取り組ま
れました。
いよいよ出来上がり、ちらし寿司・吸い物が振る舞われ、盛り

つけもお味も大好評でした。また、作る側の男性にも完成の安堵
と喜びで、さぞ盛り上がったのではないでしょうか。
今後も月1回の楽しい健康教室で、地域を元気にする予定です。

皆さんも楽友会の活動を一度覗いてみてはいかがでしょうか。

6月6日から7月12日にかけて市内11の保育園・幼稚園において、歯みがき指導教室を実施しています。
先ず、歯科衛生士さんから虫歯になるとどうなるかを、紙芝居を通じて学習し、その後みんなで歯みがきを

行いました。歯垢染出し液を使って、みがき残しを自分の目で確認し、健康づくり推進員さんにも手伝っても
らって、正しい歯みがきの仕方を学習しました。
園児らは、虫歯の怖さ、歯みがきの大切さを実感した様子でした。
虫歯予防には、小さな時からの歯みがき習慣が大切です。これを機会にお家の人たちと歯をみがく習慣を身

につけましょう。
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《ひったくり・車上狙い多発、ご注意を！》

ひったくり事件は、高田警察署管内で今年4月末現在32件と昨年に続き本年
も多発しています。
発生場所は主に葛城市内の北花内、忍海、南花内、新庄方面の道路上で発生し、その被害者の大半は午後7

時以後帰宅する女性です。
犯人は20歳前後の2人組の男が1台のバイクに乗っていることが多く、後方からバイクで被害者に近づき、後

ろの犯人が自転車の前カゴに入れてあるバックや手に持っているバックなどをひったくって逃走しています。

◆ひったくり防止カバー等を活用しましょう。
自転車を利用する際、前カゴにバックなどを入れる時は、ひったくり防止カバーやネットを装着す

る。カバーなどがないときは前カゴの上に新聞・雑誌・買い物袋などを乗せてフタをする。
◆歩行時は、バックを建物側に持ちましょう。
バックを持つ場合は、車の通る側と反対側（建物側）に持つ。

◆大金を持ち歩くときは、特に注意しましょう。
大金を持ち歩くときは、肌身につけ、周囲の人に気を配り、なるべく自動車を利用する。
万が一に備え、カバンには身体から離れると自動的に警報ブザーが鳴り出す装置を取り付けておく。

◆道路を歩くときは、周囲に気をつけよう。
ときどき後ろを振り返る。後ろから近づいてくるバイクなどに注意し、その方向を見るなど警戒する。

◆遠回りしても安全な道路を選びましょう。
人通りの多い道路、夜間でも明るい道路、歩車道の区別（分離柵）のある道路を選ぶ。

◆被害にあったときは、いち早く110番通報しましょう。
万が一、ひったくり等の被害に遭ったときは、犯人の乗物のナンバーや特徴について、その場でメ

モをとり、いち早く110番通報を心掛けてください。
通報方法である携帯電話は、必ず身に付けてください。

食事や買い物、そして帰宅の際、車外から見える状態で座席にカバンやバックを放置していませんか。例え
カバンなどに現金や貴重品が入っていなくても犯人は、そのことまで分からないで「よい獲物」とばかりに窓
ガラスをたたき割ったり、鍵穴を壊して盗みます。
直接被害が無くとも窓ガラスや鍵穴を壊された場合、取り替え修理に、約2万円～10万円の費用と2～3日の

修理日数がかかることとなり、車上狙いによる盗難被害を上回る結果になってしまいます。

◆カバンやバック等の荷物を車内に置かない「空っぽ宣言」の徹底
◆車から離れるときは、『窓を閉め→キーを抜き→ドアロックの励行』
◆監視者や防犯カメラ、センサーライト、照明の明るい柵等がある管理の行き届いた駐車場を選択する。
◆盗難防止警告（光）装置の備え付けをする。
◆着脱式カーナビは車から離れるとき必ず取り外すようにする。

皆さんのちょっとした防犯意識を持つことによってひったくりや車上狙い等の被害を防ぐことが出来ます。
皆さんのご協力をお願いします。

（高田警察署）

《出さない！水の犠牲者》

夏を迎え、水による事故が心配な季節です。
水による犠牲者を出さないため、次のことに注意しましょう。

１．子ども達だけで、川や池で遊ばせ　
ないようにしましょう。

２．危険な川や池に近よらないように
しましょう。

（消防署）

▽
▼
１１１１
１１１１
９９９９
ココココ
ーーーー
ナナナナ
ーーーー
▲
△

５
月
中火

災
…
０
件

救
急
…
１
０
６
件

救
助
…
３
件

本
年
の
累
計

火
災
…
５
件

救
急
…
５
５
５
件

救
助
…
11
件
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警
察
官(

男
・
女)

採
用
試
験

▼
受
験
資
格：

昭
和
51
年
４
月
２
日
〜

昭
和
63
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

（
た
だ
し
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
又
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
今
年
５
月
に
実
施
さ
れ

た
採
用
試
験
を
受
験
し
た
人
を
除
く
。）

▼
受
付
期
間：

９
月
２
日
（
金
）

〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
８
月
26
日(

金)

〕
ま
で
。

▼
第
一
次
試
験：

９
月
18
日
（
日
）

▼
試
験
案
内：

試
験
案
内
・
願
書
等
は
警
察
署
、
交

番
・
駐
在
所
で
交
付
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
田
警
察
署
警
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
22
）
０
１
１
０

ま
た
は
奈
良
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.police.pref.nara.jp/

ま
で
。

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

◎
７
月
18
日(

月：

海
の
日
）
は
祝
日
で

す
が
、
新
庄
地
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集

に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

◆
対
象
地
区
…
疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

中
戸
・
弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・

山
口
・
梅
室
・
笛
吹
・
脇
田

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
69
）
３
７
７
３
ま
で
。

税
の
納
期

７
月
は
、

市
県
民
税
第
１
期
・
全
期

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
分

の
納
付
月
で
す
。

は
、

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（

税
務
課
）

消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

７
月
11
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

市
役
所
當
麻
庁
舎

１
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座
「
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
」（
第
４
回
）

「
當
麻
寺
お
練
り
供
養
に
つ
い
て
」

（
仮
題
）

▼
日
　
時：

７
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
　
師：

葛
本
　
俊
彦
氏

（
當
麻
寺
護
念
院
住
職
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
、

申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

歴
史
博
物
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
64
）
１
４
１
４
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
１
６
６
１

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：

７
月
23
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

69)

２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

葛
城
市
民
劇
団
風
塾

「
夏
休
み
演
劇
体
験
講
座
」

参
加
者
大
募
集

あ
な
た
も
お
芝
居
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
対
　
象：

葛
城
市
内
小
学
生(

４
年
生
以
上)

・
中
学
生

▼
練
習
日：

７
月
23
日(

土)

・
31
日(

日)

８
月
６
日(

土)

・
20
日(

土)

▼
時
　
間：

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

▼
内
　
容：

発
声
・
マ
イ
ム
・
せ
り
ふ
等

▼
持
ち
物：

タ
オ
ル
・
水
筒
・
運
動
で
き

る
服
装
と
靴

▼
募
集
締
切：

７
月
15
日(

金)

＊
希
望
者
は
受
講
後
、
葛
城
市
民
劇
団
風

塾
第
９
回
公
演
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
11
月
中
旬
予
定
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ：

官
製
は
が
き
に
「
夏
休
み
演
劇
体
験
講

座
希
望
」
と
お
書
き
の
う
え
、
①
住
所
②

氏
名
③
学
年
④
電
話
番
号
⑤
保
護
者
氏
名

（
承
諾
印
）
を
明
記
し
、
左
記
ま
で
郵
送
く

だ
さ
い
。（
FAX
で
も
可
）

〒
６
３
９
ー
２
１
４
４

葛
城
市
葛
木
２
１
９

（
劇
団
風
塾
）
井
森
明
美
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
69
）
７
４
６
７

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
我
が
国
の
人
口
・
世
帯
の
最
新

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
民
生
活
の
向

上
に
幅
広
く
役
立
つ
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を

提
供
し
ま
す
。

九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
、

国
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査

票
の
配
布
と
受
け
取
り
に
う
か
が
い

ま
す
。

国
勢
調
査
に
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

（
総
務
省
統
計
局
）

平
成
17
年
国
勢
調
査
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観
光
行
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

葛
城
市
観
光
協
会
で
は
、
観
光
行
事
運

営
に
参
加
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

葛
城
市
相
撲
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
48
）
４
６
１
１

ま
た
は
農
林
商
工
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
48
）
２
８
１
１

ま
で
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
及
び

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
は
７
月

10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。（
但
し
、
毎
週

火
曜
日
、
第
２
･
４
水
曜
日
は
休
み
。）

開
場
時
間
は
、
午
前
の
部
が
９
時
か
ら

正
午
、
午
後
の
部
が
１
時
か
ら
５
時
ま
で

で
、
入
場
料
は
無
料
で
す
。
但
し
、
入
場

に
つ
い
て
は
『
ゆ
う
あ
い
カ
ー
ド
』
が
必

要
で
す
。（
市
外
の
方
は
有
料
）

（
体
育
振
興
課
）

ビ
ー
ズ
手
芸
講
座受

講
者
追
加
募
集

ビ
ー
ズ
手
芸
の
基
本
技
術
を
マ
ス
タ
ー

し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
、
お
花
の
リ
ン
グ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ

プ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
受
講
日
時：

９
月
８
日
、
10
月
13
日

11
月
10
日
、
12
月
８
日
《
い
ず
れ
も
木
曜
日
》

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

▼
募
集
人
員：

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　

15
名
（
申
込
先
着
順
）

▼
講
　
師：

小
比
賀
亨
子
先
生

▼
教
材
費：

５
千
５
百
円
（
４
回
分
）

▼
募
集
期
間：

７
月
14
日(

木)

〜
31
日(

日)

▼
申
込
方
法：

官
製
は
が
き
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
左
記
に
お
送
り
い
た

だ
く
か
、
直
接
窓
口
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
６
３
９
ー
２
１
３
７
　

葛
城
市
南
藤
井
17
番
地

葛
城
市
中
央
公
民
館

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
中
央
公
民
館
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
69
）
５
１
３
１
ま
で
。

悪
質
な
「
点
検
商
法
」
にご

注
意

役
所
の
職
員
を
装
っ
た
り
、
役
所
の
委

託
を
受
け
て
来
た
と
偽
っ
た
り
し
て
ご
家

庭
を
訪
問
し
、
排
水
設
備
（
宅
地
内
の
排

水
管
、
私
設
ま
す
）
な
ど
の
点
検
・
修
理

を
行
っ
て
多
額
の
代
金
を
要
求
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
各
地
で
続
出
し
て
い
ま
す
。

▼
役
所
の
職
員
と
偽
り
、
法
律
上
の
義
務

が
あ
る
よ
う
な
説
明
を
し
て
、
修
理
や
清

掃
を
し
て
代
金
を
要
求
す
る
。

▼
「
役
所
の
紹
介
で
来
た
」
な
ど
役
所
と

関
係
が
あ
る
よ
う
な
こ
と
を
に
お
わ
せ
て
、

修
理
や
清
掃
を
迫
る
。

▼
「
無
償
で
点
検
」
な
ど
と
言
っ
て
点
検

を
し
、
不
良
箇
所
を
見
つ
け
て
強
引
に
修

理
を
迫
る
。

下
水
道
課
で
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は

一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
宅
地

内
の
下
水
道
管
の
清
掃
や
汚
水
ま
す
の
修

理
等
を
、
業
者
に
委
託
し
代
金
を
請
求
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
な
ど
、

身
元
を
確
か
め
る
。

▼
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

▼
契
約
内
容
は
細
部
ま
で
確
認
し
て
お
く
。

▼
下
水
道
課
に
「
指
定
工
事
店
」
か
ど
う

か
を
問
い
合
わ
せ
る
。

※
「
指
定
工
事
店
」
と
は
、
葛
城
市
に
登

録
さ
れ
て
い
る
業
者
の
こ
と
で
す
。

指
定
工
事
店
の
一
覧
は
葛
城
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。（
下
水
道
課
）

平
成
17
年
度
自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格：

「
防
衛
大
学
校
学
生
」

「
防
衛
歯
科
大
学
校
学
生
」

「
航
空
学
生
」

●
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
者

「
看
護
学
生
」

●
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
24
歳
未
満
の
者

「
一
般
曹
候
補
学
生
」

●
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

「
曹
候
補
士
」

「
２
等
陸
・
空
・
海
士
」

●
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▼
受
付：

８
月
上
旬
か
ら

▼
試
験：

９
月
中
旬
か
ら

（
募
集
種
目
ご
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
細
部

日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

★
採
用
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
・
日
時：

・
王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館
…
７
月
16
日

・
大
和
高
田
市
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
…７

月
23
日

・
広
陵
町
エ
コ
ー
ル
・
マ
ミ
…

７
月
30
日
・
31
日

・
橿
原
募
集
事
務
所
…
常
時
実
施

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
募
集
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
４
（
27
）
９
６
０
０

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

（
U
R
L
）

http://w
w
w
.nara.plo.jda.go.jp

ま
で
。

け
は
や
ま
つ
り
開
催

観
光
協
会
主
催
の
け
は
や
ま
つ
り
が
相

撲
館
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

け
は
や
法
要
（
現
役
力
士
安
全
祈
願
並

び
に
物
故
力
士
追
善
法
要
）
を
か
わ
き
り

に
、
け
は
や
ち
ゃ
ん
こ
無
料
配
布
、
け
は

や
甚
句
ラ
イ
ブ
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▼
日
時：

７
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

▼
場
所：

葛
城
市
相
撲
館
一
帯

▼
内
容：

・
け
は
や
法
要
（
現
役
力
士
安
全
祈
願

並
び
に
物
故
力
士
追
善
法
要
）

・
け
は
や
ち
ゃ
ん
こ
無
料
配
布
（
限
定
400
食
）

・
け
は
や
甚
句
ラ
イ
ブ
・
バ
ザ
ー

・
手
形
く
ら
べ
な
ど

◆
主
催：
葛
城
市
観
光
協
会

◎
詳
し
く
は
、

農
林
商
工
課
内
葛
城
市
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
２
８
１
１
ま
で
。



●日時　7月14日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　7月21日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　7月28日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

●日時　7月21日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　7月28日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市下田西2-1-22

（社）シルバー人材センター1階
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方


